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岐阜県高山市で新種の恐竜卵殻化石を発見！ 
〜小型肉食恐竜の存在が明らかに〜 

 
福井県や岐阜県など北陸地域に広く分布する中生代の地層「手取層群」は、多数の恐竜化石を産する

ことで有名です。骨化石に加え、近年では恐竜の卵殻化石も報告されています。 
卵殻化石は、当時の生態系を復元する上でとても重要です。どのような動物がその地域で巣づくり

していたかを解明することができるからです。小型の動物は骨がもろく、骨格が化石として残りにく
いため、硬い卵殻化石の発見が、その動物の存在を示す確かな証拠として用いられます。近年、兵庫県
や福井県などから相次いで恐竜の卵殻化石が報告されており、骨の化石だけからでは分からない、当
時の生態系を知る手がかりとなっています。 
手取層群の中でも岐阜県高山市荘川地域に分布する前期白亜紀の地層「大黒谷層」（約１億 2900万

年～１億 3300万年前）では、恐竜類をはじめとする多様な脊椎動物の骨化石に加え、計 9点の卵殻化
石が見つかっていました。 
本研究チームはこれらを調べ、カメ類の卵殻化石１種類と小型の獣脚類恐竜であるトロオドン科の

卵殻化石１種類が含まれていることを突き止めました。恐竜の卵殻化石は網目状の表面模様が特徴的
で、トロオドン科の他の卵殻化石には見られないため、新卵属・新卵種として「ラモプリズマトウーリ
トゥス・オオクライ」と命名しました（オオクライは荘川地域の卵殻化石の第一発見者である大倉正敏
氏にちなみます）。殻の厚みから推定される卵は小さく（100g程度）、小型のトロオドン科が産んだ
ものと考えられます。大黒谷層は、現在知られている国内の卵殻化石産地の中で最も古く、荘川地域の
標本は日本最古の卵殻化石となります。 
本研究によって、約 1億 3000万年前の日本（当時の大陸縁辺部）にトロオドン科が存在していたこ

とが示唆されました。この時代のトロオドン科の標本はこれまで、アジアでは中国に限られていたた
め、その分布を知る上で重要な記録と言えます。 
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 研究の背景・経緯  
卵殻化石注１）は骨化石としては残りにくい小さな動物の存在を知らせてくれる重要な情報源です。国内

では近年、兵庫県や福井県などから相次いで卵殻化石が見つかっており、これまで報告されていなかった
種類の恐竜の存在が明らかになっています。岐阜県高山市荘川地域に分布する、前期白亜紀の地層 「手取
層群注２）大黒谷層」からは、魚類やカメ類、恐竜類を含む多様な脊椎動物の骨化石に加え、計９点の卵殻
化石が産出しています （図１）。これらの卵殻化石は、1988 年から 2009 年にかけて、主に化石ハンター
の大倉正敏氏と本研究チームの下島志津夫が採集したものです。伊左治鎮司 （千葉県中央博物館）が 2004
年に、一部は恐竜の卵殻である可能性を示唆していましたが、卵殻化石の分類や親動物に関する詳細は不
明でした。このため、2019 年に髙津翔平 （岐阜県博物館）が田中康平 （筑波大学生命環境系）に協力を
依頼し、これらの卵殻化石の本格的な調査がスタートしました。田中の指導の下、植松里菜 （筑波大学大
学院修士課程）が中心となって研究を進め、2021 年 6 月の日本古生物学会年会で、これらがカメ類と獣
脚類注３）恐竜の卵殻化石であること、そしていずれもが国内最古の卵殻化石であることを発表しました。
そしてこの度、獣脚類恐竜の卵殻化石が新卵属・新卵種であることが判明しました。 
 
 研究内容と成果  

本研究では、高山市荘川町で見つかった卵殻化石計９点を同定 ・分類し、カメ類 （図２A）と、トロオ
ドン科注４）と考えられる恐竜（図２B）の、少なくとも２種類が含まれることを明らかにしました。 

計９点のうち２点の卵殻（最大長 4.8 mm、厚さ約 0.6 mm）は、針状の結晶が卵殻単位を形成してい
ることから、卵化石の分類体系に基づき、テスツドウーリトゥス卵科注５）に分類しました （図２A）。本卵
科はカメ類の卵殻であることが分かっています。図の標本 （標本番号 ：GPM-Fo-1923）は 1988 年 10 月
23 日に大倉氏が岐阜県で発見したものであり、当時は恐竜類の卵殻化石である可能性が示唆されていま
した。荘川地域では３種類の小型カメ類の骨格化石が報告されており、それらの卵の可能性があります。 

計５点の卵殻 （最大長 17 mm、厚さ約 0.5 mm）は、断面の境界が不明瞭な二層構造になっており、偏
光顕微鏡下で柱状の消光を観察できます。このことなどから、卵化石の分類体系に基づき、プリズマトウ
ーリトゥス卵科に分類しました（図２B）。本卵科は、北米での胚化石の発見からトロオドン科獣脚類ま
たはそのごく近縁グループの卵であることが分かっています。荘川の標本は、プリズマトウーリトゥス卵
科には珍しい、網目状の隆起模様が卵殻表面に見られることなどから、新卵属 ・新卵種と判定され、ラモ
プリズマトウーリトゥス・オオクライ（Ramoprismatoolithus okurai）と命名しました（図３）。学名の
ramo は 「網目状」という意味のラテン語、prismat は 「柱状」、oolithus は 「卵の石」という意味のギリ
シャ語で、okurai は荘川地域の卵殻化石の第一発見者である大倉正敏氏に由来します。卵殻の厚みから、
100g 程度の卵だったと考えられ、ニワトリの卵（約 60g）よりもやや大きい程度です。小型のトロオド
ン科（体重 12～17kg 程度）が産んだと考えられます。 

他２点の標本は、卵殻があったと考えられる印象が岩石の表面に残されていますが、卵殻本体は確認で
きませんでした。岩石からは卵殻の微細構造の観察を行えず、分類は不明です。 

中生代の日本の恐竜卵殻化石はこれまで岐阜県、石川県、福井県、兵庫県、山口県の計５県から見つか
っていました。これらのうち鳥類を含む獣脚類恐竜の卵殻化石は福井県と兵庫県に続き３例目、トロオド
ン科の可能性のある卵殻の報告は兵庫県に続き国内２例目となります。手取層群からはこれまでトロオ
ドン科の骨化石は見つかっておらず、本研究がその存在の可能性を示す報告となります。本研究で、手取
層群の動物相に未知のトロオドン科恐竜が存在したという新たな知見を加えることができました。 

卵殻化石が見つかった手取層群大黒谷層は、近年の年代測定の報告から約１億２９００万年～１億３
３００万年前という年代値が得られています。この年代値は、現在知られている国内の卵殻化石産地の中
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で最も古く、荘川地域の標本は日本最古の卵殻化石となります。この時代のトロオドン科に近縁な恐竜の
化石は、卵殻化石を含め、世界的に発見例が乏しく、アジア圏では中国北東部から２種のみが知られてい
ました。ラモプリズマトウーリトゥス・オオクライは、約１億３千万年前の小型獣脚類化石としてアジア
最東端の発見であり、時代、地理的分布ともに重要な記録であると言えます。 
 
 今後の展開  

卵殻化石は、ラモプリズマトウーリトゥス・オオクライのように、骨化石のみでは分からなかった動物
種を明らかにできる可能性があります。特に、骨格がもろくて骨化石が残りにくい小型の動物の存在を知
る手がかりとして、卵殻化石は今後も動物相の復元に貢献することが期待されます。また、荘川地域の大
黒谷層は世界的にも恐竜化石の発見例が乏しい時代のものであり、その空白を埋める化石産地として、継
続的な研究を行っていく予定です。 
 
 参考図  

 
図１ 卵殻化石が産出した手取層群（Fujita, 2003 をもとに作成） 

卵殻化石は岐阜県高山市荘川町に分布する大黒谷層（赤星付近）から見つかった。 
※荘川産卵殻化石産地は原則立ち入り禁止で、露頭保護の観点から詳しい発見場所は非公開とします。 
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図２ 本研究で確認された２種類の卵殻化石 
 (A) テスツドウーリトゥスの一種 （カメ類の卵殻、標本番号 ：GPM-Fo-1923、発見年 ：1988 年、発見
者：大倉正敏）、(B) ラモプリズマトウーリトゥス・オオクライ（新卵属・新卵種、トロオドン科かそれ
に近縁な非鳥類型獣脚類恐竜の卵殻、標本番号 ：GPM-Fo-1927、発見年 ：2009 年、発見者 ：下島志津夫）。 
 

図３ ラモプリズマトウーリトゥス・オオクライの復元画（画：小田隆） 
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 用語解説  
注１） 卵殻化石 

炭酸カルシウム質の硬い卵殻片（卵の殻の一部）が保存された化石のこと。 
注２） 手取（てとり）層群 

中生代中期ジュラ紀～前期白亜紀 （約１億６７００万年～１億１０００万年前）に堆積してできた
海成～陸成の地層の集まり。岐阜県では主に高山市荘川町、大野郡白川村、および飛騨市神岡町に分
布している。 

注３） 獣脚類 
ティラノサウルスやアロサウルスなど肉食恐竜を多く含む、主に二足歩行する恐竜のグループ。鳥

類も獣脚類に含まれる。獣脚類から鳥類を除いた残りのグループを非鳥類型獣脚類と呼ぶ。 
注４） トロオドン科 

前期白亜紀のアジアで出現し、北半球で繁栄した小型の獣脚類恐竜で、鳥類に近縁なグループの一
つ。肉食・雑食性で後肢に大きなかぎ爪を持っていた。 

注５） 卵科 
卵化石に与えられた分類区分。卵化石は骨化石とは別に発見されることが多く、その親動物が明ら

かでない場合がある。このため、骨化石の分類（科）とは独立した分類区分（卵科）が用いられる。
例として、テスツドウーリトゥス卵科やプリズマトウーリトゥス卵科など。 
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